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要約:El常的に行っているケアの見直しl鯛 こなる｡今回､平成14年7月より病棟で開設し

た母乳外来の状況を明確にし､当初の目的の評価と今後のより良い母乳外来の在り方を検討するため

に､利用者とスタッフに調査を行った 調査結果から､週堤後は不安を抱えた母親が多く､母乳外来

の果たす役割は大きいことが分った｡患者さんが満足するケアを提供するために 定期的にアセスメ

ントを行うこと､ケアの充実を図るためにはスタッフの技術向上に努めることが大切であると考えた｡

キーワード:母乳育児､乳房ケア､母乳外来

はじめに

当院は第3次救急医療を担う施設である｡Nlαが同じフロアーに併設されていることもあり､産科

分娩部には県内各施設から合併症を持つ妊婦が多く紹介･搬送されてきている｡他施設に比べリスク

のある患者の分娩は多い机 そのような状況の中でも妊産婦さんに満足した出産や育児をしてもらい

たいと私達は考え､ケアに取り組んでいる｡

その中のひとつとして､平成14年7月より病棟こおいて母乳外来を開設し週読後の母乳育児支援な

どを行ってきた.過去こは外来で行われていた机 診療の空き時間の関係からできないこともあった

ため､病棟で運営することになり､システムを整え外来として料金設定がされた｡母乳外来の平成15

年度の利用者は150件で年間の分娩件数からみると39%の利用率であった｡昨年度の利用者数は155

件で42%の利用率であった｡

今回､母乳外来の現在の状況を明確にし､当初の目的であった①当院で分娩された方の母乳育児支

援をする｡②産後のケア･地域への稚続を促すことで助産サービスを充実させる0③助産師･看護師

スタッフの技術向上を図る｡という点においての達成度の評価を行い､今後のより良い母乳外来の在

り方を検討することを目的とし調査した｡

母乳外来の運営は週3回､午後に2人の枠で1人1時間の予約で行っている｡担当スタッフはその

日のリーダーが振り分けて決めている｡当院では乳房ケアだけではなく黄痘チェックや児の体重測定､

時には他病棟こ入院された患者の乳房ケアなどを含めた幅広い育児支援を行っている｡乳房ケア指導

料は2(耕)円､体重･黄痘チェックのみは倒衆料金としている.
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Ⅰ.調査方法

対象は母乳外来に関わるスタッフ (助産師 ･看護耐23名と平成16年4月から平成17年7月まで

の当病棟母到外来の利用者 160名とし､質問紙によるアンケート調査を行なった 内容Fも 利用者に

は満足度､スタッフt=は母乳外来運営の意識を質問した 分析方法はKJ法を用いてカテゴリ-分けを

した｡

<倫理的配慮>

アンケー トl封国人情報の秘密厳守 ･研究の目的を紙面で充分に説明し､使用後のアンケートlお墓

やかに破棄処分にした｡

Ⅱ.結果

1.利用者の調査

質問紙配布数は160部､回収数80部 (回収率5鴨)O内訳 ま初産婦52部 (65%)経産婦28部 (35%)

であった (図1)｡
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(9 利用者の背景

利用手段について ｢スタッフに促された｣と答えたのは52名 (65%)､｢自主的に利用した｣と答え

たのは25名 01%)であった (図2).

∴弓 i t
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育児協力者について､｢あり｣と答えたのは76名 (95%)であった (図3)｡利用回数は1回52名

(65%)2回19名 (24%)3回6名 (8%)であった (図4)｡利用目的では児の体重チェックが一番

多く50件で､次いで黄痘チェック33件.授乳状況の確認32臥 母字扮 泌の確認30件であった (図

5)｡
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図5 利用日的

②母乳外来の運営について

週3回の母乳外来について､r問題なLtJと答えたのは70名 (88%)(図6).母乳外来の時間につ

いて､｢よい｣と答えたのは52名 (65%)､r利用しづらいJと答えていたのは7名 (9%)で､理由

は｢都合の良い時間でなかったJであった (図7)｡

iI-
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Eヨよいロ利用しづらい田どちらとも言えないロその他

9%

i

③ケアの満足度について

満足度については実施している乳房ケアを評価するため､黄痘チェックのみを除く59名より集計i

r満足したケアを受けることができた｣と答えたのは36名 (61%)で､理由はr安心できた｣r親身な

対応Jであった｡rまあまあ｣と答えたのは22名 (37%)で理由はrスタッフが忙しそうだったJr聞き

たいことが聞けなかったJrゆっくり見てもらえなかったJであった (図8)0

昆59

37% 老;

育児に役立ったかについて､r役立った｣と答えたのは40名 (68%)で､理由はr自信がついhr不

安が解消できたJ｢気持ちが楽になった｣であった｡｢やや役立った｣と答えたのは17名 (29%)､｢やや

役立たないJと答えたのはl名 (2%)で､理由はrその後も母乳が出なしりであった｡r役立たなかっ

た｣と答えたのは1名 (2%)であった (図9)｡

f

図9 退院後の育児に役立ったか n=59
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来院してケアを受けるまでに待ったかについて､｢待った｣と答えたのは22名 (37%)､｢待たない｣

と答えたのは35名 (59%)であった (図10)｡
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母乳外来の場所についてrよい｣と答えたのは25名 (42%)､｢ややよい｣と答えたのは7名 (12%)

であった｡rややよくなLtJと答えたのは18名 (31%)､｢よくない｣と答えたのは5名 (8%)で､

理由はr分娩経過中の人がいたJr自分が陣痛で苦しんだ場所だからJr専用の部屋がいしりであった (図

ll)｡

｣ i i l ロよかつたロややよかつた,ロややよくなかった【コよくなかったロその他

図11母乳外来の場所 n=59n=59

到房ケア指導料に見合うケアだったかについて､rよかった｣と答えたのは24名 (41%)､｢ややよ

かった｣と答えたのは16名 (27%)であった｡｢ややよくなLtJと答えたのは13名 (22%)で､理由

はr何回も利用するには高LtJr少し高LtJであった (図12)｡
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図12乳房ケア指導料に見合うケアだったか n=59
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④母乳外来への要望 ･感想

母乳外来でやってほしいこと.もしくは改善してほしいことでlよ 育児相談 .定期的なフォロー .

断乳ケア･母乳分泌量の確認･乳房セルフケアの説明･スタッフの対応･カウンセリングなどがあり､

それらをカテゴリーに分けると､｢乳房ケア｣｢精神面｣｢スタッフの対応｣｢施設面｣の4つになった｡

具体的な声として､r母乳外来を継続してほしLtJr自信や安心に繋がったJrもっと話を聞いて欲しLtJ

などがあった｡

2.スタッフの調査

入院中の方に全員が当院の母乳外来の案内をしていTL 地域へ継続するために他施設を紹介してい

るかについて､rしている｣と答えたのは 18名 口8%)であった (図 13).また乳房ケア指導料を説

明する際どんな気持ちを抱くかについて､rもらいづらい｣と答えたのは15名 (65%)で､理由は｢技

術に自信がなLtJrどの程度のケアで満足してもらえるか不安｣であった｡r何とも思わない｣と答えた

のは2名 (9%)､その他6名 (26%)であった (図14)｡

母乳外来の運営について ｢改善が必要｣と答えたのは15名 (65%)で､改善内容として ｢スタッフ

不足｣｢余裕をもって関われる体制力切 要｣｢場所の確保｣｢運営時間の変更｣などがあった (図15)0

22%

図13 他の施設の紹介 n=23

ロしている

ロしていない
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母乳外来業務で困ったことがあるかについて､rあるJと答えたのは13名 (57%)で､内容tr和 泉

炎や乳房 トラブ仙 r母乳分泌が良いのに児の体重が増えていないときJ｢時間に余裕がないときJr母乳

分泌が少ない人へのマッサージJなどであった (図16)｡
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22% gi===≡=≡≡=≡~≡鮭≡売遮,,>j,_､=≡

母乳外来自休をどう思うかについてrよ r週完後のフォローができてよい｣12名､｢忙しいときには

面倒で時間通りにできないと大変｣7名､｢じっくり時間がかけられず気になる｣4名､｢忙しいとき

には負担になる｣4名､その他として ｢自分の勉強になる｣｢場所がとれず失礼なことをしている｣喝

の自信に繋がる｣などがあがった｡

母乳外来に関わることで技術が向上したと ｢思う｣と答えたのは8名 田5%)であった｡｢どちらと

も言えない｣と答えたのは10名 (43%)で､理由は r自分だけでは難しいが先輩の技術を見ることが

できたJrマッサージをする橡会がなLtJr経験が少ない｣r児の黄症のときしか関わったことがないの

で変化がない｣であった rいいえ｣と答えたのは5名 (22%)で､理由は ｢深い関わりができていな

い｣などであった (図 17)｡母乳外来に関わった前後の技術スケールO自己評価でtも 関わる前を1

として平均値は3.0と上昇している｡

今後､より良い母乳外来を行っていくために必要なこととして､｢スタッフの確保JIO名 ･｢技術向

上JIO名･｢母乳外来の場所17名･｢母乳外来のアピー仙 4名･｢母乳外来の時間の改善J3名 ･｢スタ

ッフの鞄 2名 ･r母乳育児の学習J2名 ･rスタッフの組 2名 ･r指導者の存軌 l名があがった｡

尚､昨年度の乳房ケア指導料の収入は13万2千円であった｡
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1m考察

目的3)こ対する言判面について､このアンケート調査をする当初､スタッフからは自分の技術に自信

がないという声が聞かれており､利用者からも満足したケアが受けられていないという意見が多いの

ではないかと予測していた しかし調査からrよ 母乳外来で満足したケアが受けられた (まあまあの

回答含む).週宗後の育児に役立っているとの回答が 90%の利用者から得られた｡週玩後は不安を抱

えた母親が多いため､母親の不安な気持ちに寄り添うスタッフの姿勢が評価されたと考える｡母乳育

児を支えていく上で､乳房ケア技術はもちろんだが､母親の話を聞く･寄り添う態度なども必要であ

る｡中山1)は ｢私たちtも 母乳育児に関する知識や技術だけでなく､カウンセラーとしての態度 (無

条件の肯定的尊重･共感的理解)を身につけることも有用だと思います｡｣と述べている｡精神的支え

では母乳育児を支援できていると言える力も利用者からは ｢スタッフが忙しそうだった｣｢母乳外来が

何のためにあるのか知らなかった｣という声が聞かれている｡さらに母乳育児を支援していくために､

母親が気軽に利用できるようゆったりした環境を作りと､利用しやすいよう母劉外来のアピールが必

要である｡それには母乳外来時の専用の部屋を確保し､児のコットや休重計を置くなど使いやすいも

のにすること､母乳外来をアピールするために病棟内や部屋 ･外来にポスターを貼り､案内の際に使

用している用紙の見直しを行うことが現段階として必要と考える｡また利用者の調査から､母乳外来

の継続が期待されていることが分かり､今後も継続していくと共により良しサ ポートができるよう努

力していきたし㌔

目的:勤こ対する評価について､母乳外来の案内をしている･他施設を紹介していると回答している

スタッフが多い｡またMOJ入院児の母親の乳房ケアも行っており､児の退院時には地域べ育児状況や

授章雌現を送っているなど､地域への継続f封亨えている｡さらに継続看護をすすめる為に､週堤後は

希望を聞いた上で､適切なサポートを受けられる利用しやすい地域の施設の紹介と､その為に地域施

設との連箆がもっと必要と考えるo

目白櫓 =対する評価について､スタッフの調査から乳房ケアの技術や判断に自信がないと感じてい

ることが分かった またスタッフ自身､母乳外来業務を行うことで技術が向上したとは感じておらず､

目標が達成されていなしヽ これl£ 乳房ケアの定期的な学習会の場がないこと､今回の評価がスタッ

フ自身の主体的な評価になっており､他者による客観的な評価ではないため自信に結びついていない

ためと考える｡また､母乳外来業務が時にl封也の業務と兼ねなければならないため､ゆっくり利用者

と関わってケアできないことも､剖房ケア料金をもらいづらい理由の一つと考える｡そのため､母乳

外来時の時間帯は担当スタッフの業務を母乳外来に集中して関われるように配慮することが現段階と

して必要と考える｡さらに当院は教育機関でもあり､学生だけでなく若いスタッフも多しヽ 母乳育児
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に関するスタッフの技術向上 ･学習できる場を定着させる必要がある｡

今回調査を行ったことで､スタッフの中には｢退院後の母親のニーズが分かったことで関わり方が変

ったJr自分の行ったケアに対して､字l房ケア指導料をもらって良いと思えた｣という声が聞かれており､

スタッフの専門取としての意識を高め､自信を持ってケアにあたれる良いきっかけになったと思われ

る｡今後も字l房ケアの学習会を通して､母乳外来に対するスタッフの意識を高めていきたしヽ

まとめ

今回の調査から退院後は不安を抱えた母親が多いことが再確認でき､現在行っている母乳外来への

要望について把握ができた｡また､自分達も自信を持って関わって良いことも確認できた｡水流2)

はr重要なのrL 現在提供している助産サービスに対する否定的な消費者の声 (クレーム)である｡こ

の消責者の声を収集し､分析し､次なる改善に活かす活動を､継続的に行うことは非常に大切なこと

である｡Jと述べている｡今回は母乳外来に焦点をあてたが､日常当たり前に行われている業務を見直

すことは自分たちのケアの評価になり､さらにはエビデンスを確認するためにも大切なことだと考え

る｡そのことで自分達の技術アップだけでなく自信にも繋がり､より良いケアを提供できることにな

る｡これからもひとつひとつのケアを見直しながら､より良いケアを提供するために根拠を持って関

わっていく姿勢を忘れないようにしたし㌔
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